福祉サービス第三者評価機関一般社団法人神奈川県介護福祉士会

＜事業所名＞


発展的評価項目＜独自評価項目＞
～事業所におけるサービスの質の向上のためのシステムについての評価結果です～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業所名：しらかば逗子乳児保育園

取り組み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取り組み期間
	PDCA
	取り組みの概略

	｢P｣
目標と

実践計画
	現在子どもたちの間には、好まない食事は口に運ばない、好きなおかずに偏りがある、食べず嫌いで新しい献立は手をつけない等の問題がある。今回「バランスのよい食事」をテーマとして、長期目標に「バランスよく食事をとり、友だち、保育者と楽しく食事をする」、短期目標に「苦手な献立を自ら、口に運ぶ」をあげ、取り組みを開始した。

	｢D｣
計画の実践


	子どもたちの嫌いな野菜の代表、食べず嫌いの代表として、ピーマンを取り上げた。各クラスで食事の前に、食べ物に関する手あそびを行ったり絵本を読むこと、各クラスで子どもと一緒にピーマンの栽培・収穫をすること、ままごとあそびを行う時に野菜に興味を持つよう声掛けの工夫をすること等で、子どもたちがピーマンや他の野菜に関心を持ち、食べず嫌いをなくし、バランスのよい食事を摂ることができるよう働きかけた。

	｢C｣
実践の評価


	計画を実践した結果、子どもたちがピーマンを口に運ぶようになった。子どもたちが実際にピーマンを収穫することによりピーマンへの関心が高まった、給食の時に野菜を探して口に運ぶようになった、あそびを通して野菜に関心をもつようになった等の成果が見られた。取り組みの実践にあたっては、調理が味付けや盛り付けを工夫したり、見た目で判断している時には、保育士も一緒に食べながら摂取を促した。取り組みを通し、ピーマンや他の野菜に関心を持ち、野菜を見つけて食べようとする姿が見られるようになった。

	｢Ａ｣
結果と

改定計画
	ピーマンを育て、収穫し、感触やにおいを確かめることで、子どもたちはピーマンだけでなく、他の野菜にも関心を深めるようになった。ただし今回は、小さなピーマンも収穫してしまい、子どもたちに戸惑いも見られた。今後は、収穫までの期間をきちんと取り、子どもたちに絵本や実物を見せてから収穫するようにしていきたい。内容を一部修正して、取り組みを継続していく予定である。


	＜第三者評価コメント＞

子どもたちにバランスのよい食事を提供するために、取り組みを開始した。子どもたちの野菜への関心が深まり、訪問調査時の給食の場面でも、子どもたちは野菜や酢の物をすすんで口に運んでいた。取り組みは継続するとのことで、今後の成果に期待する。



バランスのよい食事
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